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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

近年、全ゲノム配列を明らかにするゲノム解析は加速しており、安価かつ簡便な解析が可能と

なっている。そこで、県オリジナル品種のゲノム配列の比較により、本県の水稲育種に利用可能

な特徴的な形質と関係のあるゲノム配列の変異を捜索し、「天のつぶ」の特徴的な形質である短

稈の遺伝的要因を特定した。 

（１） ゲノム配列比較ソフト「ＩＧＶ」を使用してゲノム配列を確認したところ、短稈の特徴を持

つ「天のつぶ」は他の県オリジナル品種と異なり、半矮性遺伝子 SD1（Os01g0883800）の

配列に、代表的な短稈品種である「IR8」に由来する 383bp の欠失（以下、「sd1「IR8」型」

という）が見られた（図１、表１）。 

（２） 「天のつぶ」は、sd1「IR8」型の遺伝子型を父親の「越南 159 号」の父親「キヌヒカリ」

から受け継いでいる（図２）。 

（３） 先行研究では、sd1「IR8」型は、ジベレリンの生合成が低下することでイネの稈長の伸長を

抑制すること、また、sd1 には複数の多型が報告されている中で、sd1「IR8」型は短稈化の

効果が大きいことがわかっている。 

 

２ 期待される効果 

（１） 短稈品種の育成を目指す際に、「天のつぶ」を交配親に使用することで、交配後代への形質

の導入を効率的に行うことができる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 福島県農業総合センター等の公設研究機関 

 

４ 普及上の留意点 

（１） ゲノム配列の比較は、ゲノム配列比較ソフト「IGV」、ゲノム多型情報閲覧ブラウザ

「tasuke+」、イネ系統情報データベース「oryzabase」により、多型や遺伝子の情報収集を

行った。 

  



 

Ⅱ 具体的データ等 
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図２ 「天のつぶ」の系譜 

      ※赤枠で囲んだ品種・系統は、「天のつぶ」の sd1「IR8」型の由来の品種を示す。 

表１ 解析系統の稈長 

※2022 年～2025 年の 

生産力検定本調査 

（標肥区）の平均値 

窒素施肥 ： 

基肥 0.5kg/a+ 

幼穂形成期追肥 0.2kg/a 

 

 
図１ 県オリジナル品種における SD1(Os01g0883800)のゲノム情報 

（「IGV」(Integrative Genomics Viewer, Robinson et al.,2011)での解析画面） 
※エキソン(exon)は、遺伝子内でタンパク質がコードされている領域を指す。 


